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講演レポート

VioStorで広がる
ネットワークカメラシステム

R.O.D　営業部　取締役営業部長
池田治氏

R.O.Dは、出版社や教育機関、医療関連、経営コンサルティング

などを行う国際通信社のグループ企業である。同社は事務処

理関連のソフトウエア開発、販売をしていた流れから、ネッ

トワークカメラ業界へ進出し、大阪を本社として、東京、福岡、宮崎

に拠点を持っている。また、2008年末から、ネットワークカメラの展

示会｢IPCC｣を主催している。同社営業部取締役営業部長の池田治氏が

登壇し、同社のNVRである｢VioStor(バイオスター)｣について、講演を

行った。

池田氏は講演冒頭、ネットワークカメラの国内市場は年率20～25％

の成長傾向にあり、同様にNVR市場も成長していることを説明した。

｢ネットワークカメラを販売する際には、PCやソフトも一緒に提供する

必要があり、それはユーザーに受け入れられづらかった。そこで従来

のDVRと同様の感覚で利用できるよう、VioStorを開発した｣と、開発経

緯を語る。

池田氏は続いて、WindowsベースのPCに録画ソフトをインストール

した場合と、専用のNVRを利用した場合の違いを比較した。録画ソフト

を利用した場合、Windowsに由来する脆弱性やトラブルがあり、障害

発生時の原因切り分けが難しいという問題がある。一方、NVRは専用に

カスタマイズされたOS(Linux)を利用するためにトラブルが少なく、設

定も簡単であるという。さらに同氏は、｢VioStorはNASをベースにして

いるため、ネットワーク上のどこにでも設置でき、また、導入コスト

を削減できるという特徴がある｣と、NAS利用のメリットについてコメ

ントし、導入例について紹介した。

例えば、複数の店舗を展開しており、それぞれに１台ずつカメラ

を設置したいという場合に、従来のアナログシステムでは、カメラと

DVRそれぞれ１台ずつを、各店舗に設置する必要があった。しかし、

VioStorを利用した場合、各店舗にはネットワークカメラを設置し、本

社側に１台VioStorを置くだけで済む。NASの特徴を備えるため、複数

台のVioStorを様々な拠点に分散配置することもできる。｢アナログカメ

ラの同軸ケーブルがLANケーブルに代わっただけでなく、ネットワーク

R.O
.D R.O.Dは、国際通信社グループ企業であ

る。同社の社名の｢R.O.D｣は、｢Respect on 
Demand｣の頭文字を取ったもので、｢お客様
のオンデマンドなニーズをリスペクトして
お応えする｣という意味が込められている。
同社は、ネットワークカメラ専用レコーダ
(NVR)VioStor(バイオスター)シリーズをは
じめ、ネットワークカメラの最新のソリュー
ションを提供している。また、同社プライ
ベート展示会であるIPCC(ネットワークカ
メラコンベンション)を全国主要都市で開催
し、CCTVからネットワークカメラへ切り替
えようという販売店のバックアップも行なっ
ている。

R.O.D営業部取締役営業部長の池田治氏
は、セキュリティ産業に従事して10有余年、
常に次のセキュリティシステムとソリュー
ションの実現を目指して、パートナー企業と
ともにIPネットワーク用機器の開発に着手し
てきた。2005年にCCTVからネットワーク
カメラへの移行を円滑に進める上で有効とな
るネットワークカメラ専用レコーダVioStor
を発表した。VioStorは現在までに5,000台以
上の販売実績を誇り、様々なソリューション
の中で稼動している。
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上のどこにでも、映像の保存先を置け

るのが特徴｣と自信を見せた。

続いて池田氏は、VioS to rのライ

ンアップについて説明した。R.O.D

のNVRは中小規模での利用を想定し

たもので、カメラ４台が接続できる

｢VioStor-101｣から、８台、20台接続

可能なモデルまでが用意されている。

今年９月には、40台接続可能で8TBの

容量を備える｢VioStor-8040｣の発売を

予定している。同シリーズが対応する

ネットワークカメラは、国内外24メー

カー、200機種以上と多く、対応フレー

ムレートや解像度など各機種の情報も

あらかじめ用意されている。また、筐

体前面にはバックアップボタンを備え

ており、USB経由のハードディスクを接

続することで、指定した日数分のデー

タを簡単にコピーできるようにもなっ

ている。H.264やMPEG-4などの方式の

カメラに対応しているが、NASへの保存

形式はAVIだ。この理由として池田氏は

｢録画したデータをコピーする時になっ

て生じる問題の多くが、操作方法がわ

からない、再生できないこと｣と語っ

た。ワンボタンでコピーができるよう

にし、汎用性の高いAVI形式なら、ユー

ザーの混乱も起きづらい。学習塾で、

記録した授業映像を切り出し、自習教

材として使っている例もあるそうだ。

講演では、実際に遠隔地に設置した

VioStorにアクセスし、カメラ映像を確

認するデモも行われた。R.O.Dの東京支

社に設置したカメラ映像を、大阪本社

にあるVioStorにアクセスするという内

容。VioStorシリーズは、ブラウザベー

スで映像の確認や再生を行うことがで

き、プリセットされた情報を元にカメ

ラ側のPTZ機能も操作できる。時間軸を

４分割表示して再生するユニークな機

能も備えており、映像の確認時間を短

縮できる。

講演の最後に池田氏は、｢10年先に

は、カメラ側に録画ソフトが搭載さ

れ、録画ソフトを備えないNASに保存

されるシステムが主流になるかもしれ

ないが、現時点では、システム的に

も様々な問題がある。現在最適なソ

リューションは、録画ソフトを備えた

NVRであるVioStorシリーズだ｣と語っ

た。
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